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:は じ め に

リン酸及びカリの過肥沃化が著しいハウスイチゴ産地に

おいて,前報1)で設定 した過肥沃程度別減肥基準に基づい

た減肥対策と有機物施用改善を行った。その結果について

報告する。

2試 験 方 法

ll)対象地区 岩手県 A町のハウスイチゴ産地

12)施肥改善対策前の土壌の実態調査

昭和60年 9月 に
'5棟

のハウスを対象に行った。

0)施肥改善対策

1)対象ハウス数 46棟

2)試験年次   昭和61年～昭和62年

3)対策内容 肥沃度状態に応じ以下の対策を実施した。

① リン酸,カ リの減肥 (基肥のみ )

有効態リン酸(P205) 置換性カリ(K20)

l  pH(H20)
2 EC(mS)
3 硝酸態窒素 (η /100′ )

4 置換性石灰 (電/100′ )

5 置換性苦土 (鳴/100′ )

6 置換性カリ(η/100′ )

7 石灰/苦土比 (当量比 )

8 苦土/カ リ比 (当 量比 )

9 有効態 リン酸 (“/100′ )

10 連作年数 (年 )
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項 平均値 最大値 最月埴

57

0 57

112

408

53

75

64

18

199

88

73    44

1 98    0 08

420   05
1007    133

121   14

183      24

519    24

52   06
517      27

17        1

50～ 100暉 /100′

100-200

200以 上

60～ 100%//100′

100以上

50%

100

なお,標準施肥量 (a当 たり成分 )は リン酸,基肥135

″+追肥018り ,カ リ,基肥124″ +追肥028″である。

②有機物施用改善

家畜糞尿を含まない粗大有機物 (005～ 01t/α )

又は住日バーク03`/aの施用

3 試 験 結 果

施肥改善対策前の上壌の化学性を表 1及び図 1に示した。

各項目のうち特に有効態リン酸と置換性カリの蓄積が顕著

であった。有効態 リン酸の平均値は19'ワ (乾± 100θ 当

たり,以下同じ)で ,土壌管理基準値 (20～ 50%)内 にあ

るものは全体の 3%しかなく,97%の ハウスでは基準値を

越えていた。300"を越える過剰蓄積が18%の ハウスで認

められた。置換性カリも
'3%の

ハウスで基準値 (20～ 40噂 )

図1 ハウスの有効態 リン酸,置換性カリ含量
の頻度分布 (黒塗部は管理基準値 )

を越えていた。これらの過剰蓄積は長年にわたる化学肥

料の画一的多施用と家畜糞尿を含む有機物の多量施用力源

因と考えられたことから,試験方法に示した施肥改善対策

を実施した。

対策前後の有効態 リン酸と置換性カリ含量の変化を表 2

に示した。有効態 リン酸は50～ 80%の減肥では変化が認め

られなかったが,100%減肥では対策前に比べ平均値で81

%と 明らかな低下が認められた。置換性カリは50%減肥で

88%,100%減肥では65%の急激な低下が認められた。尚 ,
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表 1 施]巴改善対策前のハウス土壌の化学性
(作土 )
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平均値 (%/100′ )

55  131
117    115

155    108

223     81

置換性 カ リ

ホ:対策後/対策前の比

表 2 有効態 リン酸,置換性カリ含量の施肥改善
対策後の変化

図2 主成分分析による施肥改善対策前後の変化図
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図4 有効態 リン酸,置換性カリ含量と収量との関係

減肥をしないハウスでは有効態リン酸,置換性カリの双方

とも増加した。減肥対策と有機物改善による個々のハウス

の総合的な変化を図 2に示した。減肥率の高いもの (I群 )

は過肥沃度が大きく減少し,減肥率中間のもの(■群 )は

変化力沙 なく,通常施肥のもの (Ⅲ 群 )は増加 した。

リン酸,カ リの減肥率と収量との関係を図 3に示 したが
,

減肥による収量低下は認められなかった。また,土壌の有

効態 リン酸及び置換性カリ含量と収量の間には相関は認め

られなかった (図 4)。 これらのことは,こ のような過肥

沃が無駄であることを示すものと考えられた。

以上のことやこのハウスイチゴ地帯では減肥後もまだ過

剰蓄積の状態にあることから,ひきつづき追肥を含めた大

幅な減肥を主にした施肥改善対策が必要であると考えら

れた。

咸   e  率 (,6)

図3 リン酸 カリ減肥率と収量との関係

(0リ ン酸,oカ リ )
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